
◆ 佐藤信秋参議院議員、足立敏之参議院議員のご活躍 
コンサルティングエンジニア連盟は、職域代表の佐藤議員と足立議員の活動を応援しています。 
以下に、両議員の活動の一部をご紹介します。 

◇令和 5 年から令和 6 年にかけての両議員の活動 

佐藤、足立両議員による国会における政治活動を通じて、我々、CE 連盟の要請が立法・行政

府に着実に伝えられ、実現に向けて動き始めていることを実感した一年です。 

佐藤信秋参議院議員は、品確議連の幹事長を務めています。決算委員会の委員長も務めています

が、更に令和 6 年に発生した能登半島地震では、党の地震対策本部の事務局長代理となりました。 

品確法の今期の改正へ向けて、プロジェクトチーム（以下、PT という）が昨年 11 月の品確議連

総会において立ち上げられ、PT の座長を佐藤議員が、座長代理を足立議員が務められています。

PT では、建設関係団体からの要望を取りまとめ、2 回の会合を経て 4 本柱（担い手の確保のため

の働き方改革・処遇改善、地域建設業等の維持に向けた環境整備、新技術等の活用による生産性

向上、公共工事の発注体制の強化）の品確法等改正骨子（案）を提案しています。 
会員の皆様の選挙応援活動の結果等が、こうした両議員の現在の地位の向上に寄与しているこ

とを確信しているところであります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
足立敏之参議院議員は、これまで議員運営委員会、災害対策特別委員会、国土交通委員会、予算

委員会などで理事として質疑されています。令和 5 年 11 月の参議院本会議において令和 5 年度

補正予算について賛成討論に立たれました。また、令和 6 年 1 月 26 日の参議院本会議において

新たに財政金融委員長に任命されています。 

 

 
 
 
 
 

佐藤議員国土再生セミナー・出版記念会 
（R5.6.22） 

中央に佐藤信秋議員 左から大島
連盟本部顧問、中村建コン協会長、
右端に村田連盟会長 

災害対策特別委員会において質疑に
立つ足立参議院議員（R5.11.17） 

品確法改正 PT第 2回会合（R6.1.30）で発
言される佐藤座長（右から二人目）、左端
が足立座長代理 



◇令和 6 年連盟通常総会後における講演会、意見交換会 

足立敏之参議院議員による時局講演（R6.2.19 11時～11時半） 
講演テーマ：能登半島地震・海外インフラ展開・公共事業

予算・品確法改正・技術者単価 
資料：1 能登半島地震の被災地調査と参議院予算委員会会

議録 2 海外インフラ展開（インドネシア地震災害の復

旧・復興状況等、米国・インフラ、欧州近自然川づくり）

3 公共事業予算 4 公共工事の品質確保の促進に関する

法律等の一部を改正する法律案概要 5 令和 6 年 3 月か

ら適用する設計業務委託等技術者単価 
  

佐藤議員との令和 6 年第 1 回意見交換会（同上 12 時 10 分～13 時 10 分） 
  

  
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正面に佐藤参議院議員 左側奥に建コン協幹部 
右に連盟幹部 
 

足立敏之参議院議員による講演風景 
 

建コン協、連盟の要望を
聞かれる佐藤参議院議員 

品確法の国の事業への浸透
が進む一方で、市町村長を
通じての自治体への浸透を
要望する松橋北海道支部長 

地方自治体の維持管理費の
ための補助率 UP、土木教
育機関の再構築を要望する
遠藤東北支部長 

技術者単価 UP に伴う事業量
確保と建設コンサルタントの
知名度 UP への支援を要望す
る松永関東支部長 

災害査定の簡素化と国
土強靭化予算の適切な
分配を要望する 
青木北陸支部長 

当初予算の確保と地
方自治体の予算拡大
を要望する 
青柳中部支部長 

技術者単価 UP・予
算確保・低入基準改
定、西日本 4 支部提
言への側面支援を
要望する 
竹内近畿支部長 

建設コンサルタントの
一人当たり付加価値の
拡大を要望する 
小田中国支部長 

中期計画の推進、事業
量の確保、低入基準の
改定、地方の国土強靭
化を要望する 
天羽四国支部長 

最低制限価格のUP、
加点措置の中小企業
1.5％の 3％への UP
を要望する 
田中九州支部長 

技術者単価の UP への
御礼とともに、事業量
オン拡大、低入札調査
基準価格の改善を要望
する建コン協中村会長 

技術者単価の UP への
先生の尽力と国土強靭
化基本法の改正、品確
法改正の検討への御礼
を述べる村田連盟会長 

中村建コン協会長、村田連盟会長、連盟支部長から佐藤議員への御礼、要望 
 


